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'97
年
に
兄
で
あ
る
池
永
憲
明
が
代
表
取

締
役
に
就
任
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
か
ら
建

設
機
械
の
販
売
メ
イ
ン
だ
っ
た
事
業
に
、

レ
ン
タ
ル
と
い
う
概
念
を
採
り
入
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
兄
の
ア
イ
デ
ア
で
、
初
代
の

父
と
は
何
度
も
意
見
が
ぶ
つ
か
っ
た
よ
う

で
す
。
結
果
的
に
レ
ン
タ
ル
の
ほ
う
が
利

益
率
が
高
く
、
現
在
で
は
当
社
の
主
流
事

業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

社
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
が

企
業
存
続
の
カ
ギ
に

私
は
学
校
卒
業
後
は
、
イ
ン
テ
リ
ア
を

扱
う
会
社
に
入
社
。兄
も
姉
も
い
ま
す
し
、

家
業
を
継
ぐ
な
ん
て
考
え
た
こ
と
は
な

か
っ
た
で
す
。
母
が
経
理
を
担
当
し
て
い

た
の
で
す
が
、
私
が
27
歳
に
な
っ
た
頃
、

経
理
を
や
っ
て
く
れ
な
い
か
、
と
。
あ
ま

り
身
内
が
多
く
な
る
の
も
よ
く
な
い
の
で

は
な
い
か
、と
思
っ
て
は
い
た
の
で
す
が
、

母
の「
お
金
の
こ
と
は
身
内
に
任
せ
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
も
わ
か
り
ま
す
。
総
務
部

に
入
社
し
、
経
理
畑
で
40
年
を
過
ご
し
ま

し
た
。
'22
年
夏
に
兄
か
ら
社
長
交
代
の
打

診
が
あ
り
、
一
度
は
断
り
ま
し
た
。
財
務

は
詳
し
く
な
り
ま
し
た
が
、
経
営
は
別
の

話
。
責
任
が
違
い
ま
す
し
、
第
一
、
人
前

で
話
す
の
が
苦
手
（
笑
）。

当
社
は
今
年
で
創
業
58
年
。
あ
と
2
年

で
お
か
げ
さ
ま
で
60
年
に
な
り
ま
す
。
戦

争
で
は
、
戦
場
を
経
験
し
て
奇
跡
的
に
命

を
落
と
す
こ
と
の
な
か
っ
た
父
が
興
し
た

会
社
で
す
。
60
年
と
言
わ
ず
、一
〇
〇
年
、

二
〇
〇
年
続
い
て
ほ
し
い
。
事
業
の
土
台

は
父
と
兄
が
整
え
て
く
れ
た
か
ら
、
そ
の

ほ
か
の
こ
と
で
貢
献
し
よ
う
、
と
'23
年
に

代
表
取
締
役
に
就
任
し
ま
し
た
。
私
に
で

き
る
こ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
？
　
実
は
、
代

表
取
締
役
就
任
当
初
、
私
は
夜
寝
ら
れ
な

い
状
況
が
続
い
た
ん
で
す
よ
。
代
表
に
な

る
と
い
う
こ
と
は
、
社
員
50
人
の
生
活
、

人
生
、
将
来
を
託
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と

だ
か
ら
、
不
安
で
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
で

し
た
。
2
、3
か
月
は
不
眠
状
態
で
し
た
。

託
さ
れ
た
社
員
た
ち
が
不
安
の
種
な

ら
、
彼
ら
彼
女
ら
の
心
に
触
れ
た
ら
ど
う

だ
ろ
う
。
社
員
の
職
場
環
境
を
改
善
で
き

た
ら
、
と
年
に
一
度
、
社
員
50
人
全
員
と
、

1
対
1
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。
人
間
同
士
だ
か
ら
、
40
年
も

い
れ
ば
社
内
の
空
気
が
順
風
満
帆
の
と
き

だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
な
だ
け
で
、
話
せ
ば
お

互
い
を
理
解
で
き
る
は
ず
。
社
員
と
直
接

話
す
こ
と
で
、
言
い
た
い
こ
と
を
吐
き
出

し
て
も
ら
っ
て
、
明
日
か
ら
ま
た
新
た
に

仕
事
を
し
て
も
ら
え
た
ら
。
私
は
私
で
、

社
員
が
挙
げ
た
要
望
は
な
る
べ
く
吸
い
上

げ
、
実
現
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

戦
後
、
日
本
は
バ
ブ
ル
景
気
、
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
、
東
日
本
大
震
災
等
の
影
響

に
よ
る
大
き
な
景
気
の
波
が
あ
り
ま
し

た
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
当
社
は
そ
れ
ら

の
波
に
あ
ま
り
影
響
せ
ず
に
こ
れ
ま
で
続

け
て
こ
れ
ま
し
た
。
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
時
は
、
本
当
に
辛
か
っ
た
。
お
客

さ
ま
は
も
ち
ろ
ん
、
社
員
と
も
気
軽
に
話

す
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
の
は
き
つ

か
っ
た
で
す
ね
。
そ
れ
も
乗
り
越
え
、
2

年
後
に
は
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。
父
が
選

ん
だ
墨
田
と
い
う
地
で
、
こ
れ
か
ら
も
日

本
の
建
築
物
を
造
る
お
手
伝
い
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
創
業
期
と
事
業
内
容
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

一
九
六
七
（
昭
和
42
）
年
創
業
の
建
設

機
械
製
造
会
社
で
す
。
当
時
は
労
働
争
議

の
盛
ん
な
時
期
。
工
場
の
前
で
バ
リ
ケ
ー

ド
を
張
ら
れ
る
等
創
業
を
続
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
た
め
、
前
身
の
東
都
鉄
工
株
式
会

社
を
た
た
み
、
父
の
池
永
武
雄
の
自
宅
一

階
で
吉
永
機
械
株
式
会
社
と
し
て
新
た
に

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

設
立
直
後
は
中
古
の
建
設
機
械
の
販
売

が
主
で
し
た
。
建
築
・
土
木
工
事
用
機
械

は
工
事
期
間
中
の
み
に
必
要
と
さ
れ
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
保
管
場
所
と
整
備
の

問
題
か
ら
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
が
手
放
し
た

そ
れ
ら
中
古
の
機
械
の
払
下
げ
を
受
け
、

整
備
・
改
良
を
し
て
次
の
現
場
に
販
売
を

す
る
。
父
は
こ
の
ニ
ッ
チ
な
分
野
で
技
術

を
磨
く
こ
と
で
、
特
異
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
発
展
さ
せ
ま
し
た
。

当
時
は
海
外
、
ロ
シ
ア
と
中
国
へ
の
輸

出
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。
特
に
中
国
へ
は
、

港
湾
を
造
る
た
め
に
使
う
作
業
船
を
何
隻

も
納
め
ま
し
た
。
'85
年
9
月
ド
ル
高
是
正

の
た
め
に
合
意
さ
れ
た
プ
ラ
ザ
合
意
で
、

日
本
は
急
激
な
円
高
に
。
輸
出
を
メ
イ
ン

と
し
て
い
た
た
め
大
打
撃
を
受
け
た
当
社

は
、
輸
出
事
業
か
ら
撤
退
し
、
国
内
販
売

へ
舵
を
切
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
も
お
世

話
に
な
っ
て
い
た
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
か
ら
の

依
頼
や
相
談
を
真
摯
に
受
け
、
発
注
に
繋

げ
る
こ
と
で
業
績
を
回
復
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

国
内
発
注
が
増
え
る
こ
と
で
、
自
社
開

発
の
機
械
も
増
え
て
い
き
ま
す
。
例
え
ば

輸
出
業
撤
退
の
翌
年
に
発
表
し
た
「
つ
る

太
郎
」
は
、
高
層
ビ
ル
建
設
時
に
高
所
へ

運
ん
だ
鉄
骨
等
の
建
設
資
材
を
運
搬
機
械

か
ら
外
す
危
険
で
時
間
の
か
か
る
作
業

を
、
空
気
圧
を
利
用
し
遠
隔
で
安
全
に
制

御
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
。
さ
ら
に
改

良
す
る
こ
と
で
無
線
制
御
も
可
能
に
し
ま

し
た
。
'01
（
平
成
13
）
年
に
は
柱
等
長
い

資
材
を
無
線
操
作
で
空
中
で
反
転
で
き
る

機
械
、「
遠
隔
操
作
反
転
吊
り
装
置
　
写

楽
」（
以
下
写
楽
）
を
開
発
。
ど
ち
ら
も
ユ

ニ
ー
ク
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
し
ょ
？
　
こ
れ

ら
は
社
内
公
募
で
名
前
を
決
め
て
い
ま

す
。
そ
れ
ま
で
建
設
・
建
築
業
界
に
な
か
っ

た
も
の
を
自
分
た
ち
が
開
発
し
た
ん
だ
か

ら
、
自
分
た
ち
が
愛
着
を
持
て
る
名
前
に

し
な
い
と
ね
。
そ
う
そ
う
、「
写
楽
」
は
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ワ
ー
建
設
に
も
大
活

躍
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
当
社
の
機
械
は
、

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
値
す
る
大
き
い
建

設
・
建
築
物
を
カ
タ
チ
に
す
る
現
場
で
必

要
と
さ
れ
る
も
の
な
の
で
、
完
成
し
た
建

設
・
建
築
物
を
目
に
す
る
と
き
は
感
動
し

ま
す
ね
。
社
員
も
誇
り
に
思
っ
て
く
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

撮影／菅沢健治

墨田区緑で業務用水あめを製造していた池
永武雄が、東都鉄工株式会社を経て、
1967年同地に、中古建築機械の売買、機
械修理、小型機械の製造販売として設立。
日本の高度成長期に海外へ建設・建築機械
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築
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を
大
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、

社
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の
コ
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ケ
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シ
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ン

　強
化
で
一
〇
〇
年
企
業
に
！
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械
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で
も
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
時
は
、
本
当
に
辛
か
っ
た
。
お
客

さ
ま
は
も
ち
ろ
ん
、
社
員
と
も
気
軽
に
話

す
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
の
は
き
つ

か
っ
た
で
す
ね
。
そ
れ
も
乗
り
越
え
、
2

年
後
に
は
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。
父
が
選

ん
だ
墨
田
と
い
う
地
で
、
こ
れ
か
ら
も
日

本
の
建
築
物
を
造
る
お
手
伝
い
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
創
業
期
と
事
業
内
容
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

一
九
六
七
（
昭
和
42
）
年
創
業
の
建
設

機
械
製
造
会
社
で
す
。
当
時
は
労
働
争
議

の
盛
ん
な
時
期
。
工
場
の
前
で
バ
リ
ケ
ー

ド
を
張
ら
れ
る
等
創
業
を
続
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
た
め
、
前
身
の
東
都
鉄
工
株
式
会

社
を
た
た
み
、
父
の
池
永
武
雄
の
自
宅
一

階
で
吉
永
機
械
株
式
会
社
と
し
て
新
た
に

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

設
立
直
後
は
中
古
の
建
設
機
械
の
販
売

が
主
で
し
た
。
建
築
・
土
木
工
事
用
機
械

は
工
事
期
間
中
の
み
に
必
要
と
さ
れ
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
保
管
場
所
と
整
備
の

問
題
か
ら
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
が
手
放
し
た

そ
れ
ら
中
古
の
機
械
の
払
下
げ
を
受
け
、

整
備
・
改
良
を
し
て
次
の
現
場
に
販
売
を

す
る
。
父
は
こ
の
ニ
ッ
チ
な
分
野
で
技
術

を
磨
く
こ
と
で
、
特
異
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
発
展
さ
せ
ま
し
た
。

当
時
は
海
外
、
ロ
シ
ア
と
中
国
へ
の
輸

出
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。
特
に
中
国
へ
は
、

港
湾
を
造
る
た
め
に
使
う
作
業
船
を
何
隻

も
納
め
ま
し
た
。
'85
年
9
月
ド
ル
高
是
正

の
た
め
に
合
意
さ
れ
た
プ
ラ
ザ
合
意
で
、

日
本
は
急
激
な
円
高
に
。
輸
出
を
メ
イ
ン

と
し
て
い
た
た
め
大
打
撃
を
受
け
た
当
社

は
、
輸
出
事
業
か
ら
撤
退
し
、
国
内
販
売

へ
舵
を
切
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
も
お
世

話
に
な
っ
て
い
た
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
か
ら
の

依
頼
や
相
談
を
真
摯
に
受
け
、
発
注
に
繋

げ
る
こ
と
で
業
績
を
回
復
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

国
内
発
注
が
増
え
る
こ
と
で
、
自
社
開

発
の
機
械
も
増
え
て
い
き
ま
す
。
例
え
ば

輸
出
業
撤
退
の
翌
年
に
発
表
し
た
「
つ
る

太
郎
」
は
、
高
層
ビ
ル
建
設
時
に
高
所
へ

運
ん
だ
鉄
骨
等
の
建
設
資
材
を
運
搬
機
械

か
ら
外
す
危
険
で
時
間
の
か
か
る
作
業

を
、
空
気
圧
を
利
用
し
遠
隔
で
安
全
に
制

御
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
。
さ
ら
に
改

良
す
る
こ
と
で
無
線
制
御
も
可
能
に
し
ま

し
た
。
'01
（
平
成
13
）
年
に
は
柱
等
長
い

資
材
を
無
線
操
作
で
空
中
で
反
転
で
き
る

機
械
、「
遠
隔
操
作
反
転
吊
り
装
置
　
写

楽
」（
以
下
写
楽
）
を
開
発
。
ど
ち
ら
も
ユ

ニ
ー
ク
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
し
ょ
？
　
こ
れ

ら
は
社
内
公
募
で
名
前
を
決
め
て
い
ま

す
。
そ
れ
ま
で
建
設
・
建
築
業
界
に
な
か
っ

た
も
の
を
自
分
た
ち
が
開
発
し
た
ん
だ
か

ら
、
自
分
た
ち
が
愛
着
を
持
て
る
名
前
に

し
な
い
と
ね
。
そ
う
そ
う
、「
写
楽
」
は
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ワ
ー
建
設
に
も
大
活

躍
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
当
社
の
機
械
は
、

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
値
す
る
大
き
い
建

設
・
建
築
物
を
カ
タ
チ
に
す
る
現
場
で
必

要
と
さ
れ
る
も
の
な
の
で
、
完
成
し
た
建

設
・
建
築
物
を
目
に
す
る
と
き
は
感
動
し

ま
す
ね
。
社
員
も
誇
り
に
思
っ
て
く
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

撮影／菅沢健治

墨田区緑で業務用水あめを製造していた池
永武雄が、東都鉄工株式会社を経て、
1967年同地に、中古建築機械の売買、機
械修理、小型機械の製造販売として設立。
日本の高度成長期に海外へ建設・建築機械
を輸出。その後、販路を国内に切り替え、
機械のレンタルも開始。’03年茨城に茨城
機械ヤードを開設、’21年千葉工場を拡
張。’23年3月三代目になる池永昌弘氏
が、代表取締役に就任した。

墨田区緑4-4-3
℡03-3634-5651
https://www.yoshinaga.co.jp

吉永機械株式会社

時代の変化を

多様なアイデアで乗り越えられてきたこと、

社内のコミニュケーションを

大切にされていることに

感銘をうけました。

晴美の目！

「無線操作反転吊り装置　写楽」
“写 ”は長い資材を斜めに吊るすことが
できるため“斜”からとった

吉
永
機
械
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

池
永 

昌
弘
さ
ん

先
代
が
築
い
た
事
業
の
基
盤
を
大
切
に
、

社
員
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　強
化
で
一
〇
〇
年
企
業
に
！
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す
み
だ
産
業
会
館
8
階
「
サ
ン
ラ
イ
ズ

ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
、
公
益
社
団
法
人
本

所
法
人
会
第
13
回
（
墨
田
法
人
会
よ
り
通

算
75
回
）
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
本
所
税
務
署
よ
り
、
中
野
署
長

様
、
お
よ
び
墨
田
都
税
事
務
所
よ
り
川
嶌

所
長
様
、
東
京
税
理
士
会
本
所
支
部
よ
り

長
谷
川
支
部
長
様
ほ
か
来
賓
の
ご
臨
席
を

賜
り
小
出
理
事
の
司
会
で
当
日
の
出
席

1
0
3
社
委
任
状
総
数
1
1
1
3
社
、
合

計
1
2
1
6
社
で
正
会
員
数
1
9
4
0
社

に
対
す
る
総
会
成
立
条
件
（
定
足
数
）
は

正
会
員
数
の
1
／
2
で
過
半
数
9
7
0
社

を
超
え
て
お
り
、
本
総
会
が
成
立
す
る
旨

報
告
さ
れ
た
後
、
大
石
会
長
の
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
司
会
よ
り
、
定
款
規

程
に
よ
り
大
石
会
長
が
議
長
に
な
る
旨
伝

え
ら
れ
、
議
事
録
署
名
人
を
選
定
の
後
議

事
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
事
項
の
第
1
号
議
案
　
令
和
6
年

度
決
算
報
告
承
認
の
件
は
、
議
長
指
名
に

よ
り
鈴
木
副
会
長
が
報
告
、
続
い
て
杉
本

監
事
か
ら
監
査
結
果
を
報
告
。
後
に
議
長

が
決
を
と
っ
た
と
こ
ろ
満
場
一
致
で
承
認

が
可
決
し
ま
し
た
。
第
2
号
議
案
　
役
員

改
選
案
承
認
の
件
は
、
議
長
に
よ
り
各
グ

ル
ー
プ
・
本
部
で
の
推
薦
結
果
を
説
明
報

告
、
さ
ら
に
議
長
指
名
を
受
け
、
事
務
局

よ
り
新
理
事
候
補
38
名
、
新
監
事
候
補
3

名
の
名
前
を
一
人
ず
つ
読
み
上
げ
、
一
名

ず
つ
承
認
を
諮
っ
た
と
こ
ろ
異
議
な
く
承

認
可
決
さ
れ
、
推
薦
さ
れ
た
理
事
・
監
事

全
員
就
任
を
承
諾
し
ま
し
た
。（
新
役
員
名

簿
参
照
）
続
い
て
報
告
事
項
1
の
令
和
6

年
度
事
業
報
告
は
、
議
長
指
名
に
よ
り
奈

良
副
会
長
が
報
告
。

ま
た
、
報
告
事
項
2
の
令
和
7
年
度
事

業
計
画
は
、
議
長
指
名
に
よ
り
関
根
副
会

長
が
報
告
。
続
い
て
報
告
事
項
3
の
令
和

7
年
度
予
算
は
、
議
長
指
名
に
よ
り
鈴
木

副
会
長
が
報
告
。
以
上
総
会
は
、
円
滑
の

う
ち
に
全
議
案
を
議
了
。
中
野
署
長
様
、

川
嶌
所
長
様
、
長
谷
川
支
部
長
様
に
ご
挨

拶
を
賜
り
、
小
出
理
事
に
よ
り
閉
会
の
宣

言
が
な
さ
れ
、
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
同
会
場
に
お
い
て
第
2

部
の
令
和
6
年
度
表
彰
式
が
行
わ
れ
令
和

6
年
度
で
退
任
し
た
理
事
、
支
部
功
労
者

表
彰
、
会
員
増
強
功
労
賞
の
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。（
受
賞
者
は
次
頁
の
通
り
）

表
彰
式
終
了
後
は
、
第
3
部
と
し
て
別

室
に
て
総
会
で
就
任
し
た
理
事
に
よ
る
臨

時
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
理
事
の
互
選
に

よ
り
会
長
、
副
会
長
、
常
任
理
事
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

第
4
部
と
し
て
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開

催
し
、
長
澤
副
署
長
様
の
乾
杯
で
始
ま
り
、

墨
田
区
長
の
山
本
様
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た

だ
き
、
途
中
会
員
で
あ
る
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ

ギ
タ
ー
デ
ュ
オ
D
O
N 
A
L
M
A
S
の
演

奏
を
聴
き
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
会
員
相
互

の
親
睦
を
は
か
り
ま
し
た
。

新
役
員
名
簿

大石メリヤス㈱

会　長
大石 恭寿

㈱黒ばら本舗

副会長
滝澤 芳子

㈱城東自動車工場

副会長
鈴木 啓一

光洋工業㈱

副会長
大井 洋

㈱Ｆｏｏｔｉｅ Ａｗｅｓｏｍｅ

副会長
羽廣 太

日の本研磨材㈱

副会長
下村 彰

旭塗装工業㈱

副会長
関根 好恵

新役員名簿 （順不同・敬称略）

〃

〃

益子　純子 ㈱藤　江

岡本　英裕 岡建工事㈱

〃

〃阿部　　豊 スミダ飲料㈱〃

〃

角田　晴美 ㈲丸善商事

荒木幸太郎 日本クリーン化学工業㈱〃

〃北澤　博子 ㈱キタザワ〃

㈱小玉商店 木幡　洋一 ㈱for・R

理　　事

小玉　芳雄〃 〃

原田由紀子 大塚産業㈱

渡瀬　厚一 ㈱コトブキ

㈴小沼製作所 青木　桂三 青木石材興業㈱常任理事小沼　　潔常任理事 理　　事

〃

丸山祐一郎 ㈱萬　国

〃

小堺　愛子 小堺製薬㈱〃

〃

〃 鳩貝　信一 ㈱RAVE

山本　幸生 ㈱やまもと

〃

髙橋　秀一 ㈲髙橋商店〃

水木恵美子 水城土地㈲

〃

布川　武志 ㈱釘利商店〃

柴田　重俊 ㈲江東製作所

小出誠一郎 ㈱Fill up

〃

山口　幸一 ㈱山口商店〃

篠﨑　晴己 ㈱アヅマネジ

大澤　悦子 ㈱大　澤

〃

濵名　雅一 ㈱オリハラ

飯島たか子 アポロ印刷㈱

佐藤　文雄 東京税理士会本所支部

監　　事

鈴木　　好 ㈱Y-sap

杉本　光男 ㈱杉本好二商店

〃

小林　千恵 トーホー工業㈱

阿部　修三 ㈲美　好〃 櫻井　哲夫 ㈱ヴェスト

〃木村　謙一 ㈲ブライトケアー〃

〃

〃

田中　俊夫 田中俊夫税理士事務所

第
13
回
通
常
総
会
及
び
臨
時
理
事
会
に
於

き
ま
し
て
、
以
下
の
方
々
が
新
役
員
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。（
任
期
２
年
　
順
不
同
・
敬
称

略
） 本所法人会活動公益社団法人 本所法人会

第13回通常総会開催
令和 7年 6月 30 日（月）
すみだ産業会館 8階「サンライズホール」

同封の「ほうじん夏号」８ページに本所法人会女性部会「絵はがきコンクール」の取り組み記事が掲載されました !!

令和6年度 支部事業活動
功労感謝状受彰者

支部事業活動功労感謝状受彰者

藤沼　定夫 殿 ㈱ウィステリア石原3丁目支部

玉川　敏雄 殿 ㈱玉川商店石原4丁目支部

根本　雅博 殿 ㈲根本製菓江東橋支部

福地顕次郎 殿 福地電気工業㈱押上1丁目第1支部

全国法人会総連合及び
東京法人会連合会功労者表彰受彰者

副会長 奈良　康司 殿 並木盛自動車㈱

東京法人会連合会　会員増強功労者表彰受彰者

常任理事 北澤　博子 殿 ㈱キタザワ

常任理事 阿部　　豊 殿 スミダ飲料㈱

全国法人会総連合　功労者表彰受彰者

令和6年度 退任理事

副　会　長 横川2丁目支部

石原3丁目支部

菊川3丁目支部

太平3丁目支部

江東橋支部

奈良　康司 殿 並木盛自動車㈱

理　事

〃 小倉　和男 殿 ㈱小倉メリヤス製造所

〃 大川　　進 殿 ㈱アクトブラバリー

常任理事 上條　隆志 殿 上條建設㈱ 東京支店

理　　事 川島　繁幸 殿 田木庄木材㈱
新入会員ご紹介

理　事入会年月日 所　在　地 法　人　名 代 表 者 名 業　　種 備　　考

令和7年1月 錦糸1丁目 その他卸売業 正会員野田　喜之マスターカットラリー㈱

令和7年1月 太平2丁目 税理士 賛助森　　敏久森税理士事務所

令和7年2月 千代田区岩本町3丁目 建設業 正会員中尾　　裕㈱Sunny

（令和7年1月1日～令和7年3月31日ご入会）
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件
（
定
足
数
）
は

正
会
員
数
の
1
／
2
で
過
半
数
9
7
0
社

を
超
え
て
お
り
、
本
総
会
が
成
立
す
る
旨

報
告
さ
れ
た
後
、
大
石
会
長
の
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
司
会
よ
り
、
定
款
規

程
に
よ
り
大
石
会
長
が
議
長
に
な
る
旨
伝

え
ら
れ
、
議
事
録
署
名
人
を
選
定
の
後
議

事
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
事
項
の
第
1
号
議
案
　
令
和
6
年

度
決
算
報
告
承
認
の
件
は
、
議
長
指
名
に

よ
り
鈴
木
副
会
長
が
報
告
、
続
い
て
杉
本

監
事
か
ら
監
査
結
果
を
報
告
。
後
に
議
長

が
決
を
と
っ
た
と
こ
ろ
満
場
一
致
で
承
認

が
可
決
し
ま
し
た
。
第
2
号
議
案
　
役
員

改
選
案
承
認
の
件
は
、
議
長
に
よ
り
各
グ

ル
ー
プ
・
本
部
で
の
推
薦
結
果
を
説
明
報

告
、
さ
ら
に
議
長
指
名
を
受
け
、
事
務
局

よ
り
新
理
事
候
補
38
名
、
新
監
事
候
補
3

名
の
名
前
を
一
人
ず
つ
読
み
上
げ
、
一
名

ず
つ
承
認
を
諮
っ
た
と
こ
ろ
異
議
な
く
承

認
可
決
さ
れ
、
推
薦
さ
れ
た
理
事
・
監
事

全
員
就
任
を
承
諾
し
ま
し
た
。（
新
役
員
名

簿
参
照
）
続
い
て
報
告
事
項
1
の
令
和
6

年
度
事
業
報
告
は
、
議
長
指
名
に
よ
り
奈

良
副
会
長
が
報
告
。

ま
た
、
報
告
事
項
2
の
令
和
7
年
度
事

業
計
画
は
、
議
長
指
名
に
よ
り
関
根
副
会

長
が
報
告
。
続
い
て
報
告
事
項
3
の
令
和

7
年
度
予
算
は
、
議
長
指
名
に
よ
り
鈴
木

副
会
長
が
報
告
。
以
上
総
会
は
、
円
滑
の

う
ち
に
全
議
案
を
議
了
。
中
野
署
長
様
、

川
嶌
所
長
様
、
長
谷
川
支
部
長
様
に
ご
挨

拶
を
賜
り
、
小
出
理
事
に
よ
り
閉
会
の
宣

言
が
な
さ
れ
、
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
同
会
場
に
お
い
て
第
2

部
の
令
和
6
年
度
表
彰
式
が
行
わ
れ
令
和

6
年
度
で
退
任
し
た
理
事
、
支
部
功
労
者

表
彰
、
会
員
増
強
功
労
賞
の
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。（
受
賞
者
は
次
頁
の
通
り
）

表
彰
式
終
了
後
は
、
第
3
部
と
し
て
別

室
に
て
総
会
で
就
任
し
た
理
事
に
よ
る
臨

時
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
理
事
の
互
選
に

よ
り
会
長
、
副
会
長
、
常
任
理
事
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

第
4
部
と
し
て
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開

催
し
、
長
澤
副
署
長
様
の
乾
杯
で
始
ま
り
、

墨
田
区
長
の
山
本
様
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た

だ
き
、
途
中
会
員
で
あ
る
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ

ギ
タ
ー
デ
ュ
オ
D
O
N 

A
L
M
A
S
の
演

奏
を
聴
き
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
会
員
相
互

の
親
睦
を
は
か
り
ま
し
た
。

新
役
員
名
簿

大石メリヤス㈱

会　長
大石 恭寿

㈱黒ばら本舗

副会長
滝澤 芳子

㈱城東自動車工場

副会長
鈴木 啓一

光洋工業㈱

副会長
大井 洋

㈱Ｆｏｏｔｉｅ Ａｗｅｓｏｍｅ

副会長
羽廣 太

日の本研磨材㈱

副会長
下村 彰

旭塗装工業㈱

副会長
関根 好恵

新役員名簿 （順不同・敬称略）

〃

〃

益子　純子 ㈱藤　江

岡本　英裕 岡建工事㈱

〃

〃阿部　　豊 スミダ飲料㈱〃

〃

角田　晴美 ㈲丸善商事

荒木幸太郎 日本クリーン化学工業㈱〃

〃北澤　博子 ㈱キタザワ〃

㈱小玉商店 木幡　洋一 ㈱for・R

理　　事

小玉　芳雄〃 〃

原田由紀子 大塚産業㈱

渡瀬　厚一 ㈱コトブキ

㈴小沼製作所 青木　桂三 青木石材興業㈱常任理事小沼　　潔常任理事 理　　事

〃

丸山祐一郎 ㈱萬　国

〃

小堺　愛子 小堺製薬㈱〃

〃

〃 鳩貝　信一 ㈱RAVE

山本　幸生 ㈱やまもと

〃

髙橋　秀一 ㈲髙橋商店〃

水木恵美子 水城土地㈲

〃

布川　武志 ㈱釘利商店〃

柴田　重俊 ㈲江東製作所

小出誠一郎 ㈱Fill up

〃

山口　幸一 ㈱山口商店〃

篠﨑　晴己 ㈱アヅマネジ

大澤　悦子 ㈱大　澤

〃

濵名　雅一 ㈱オリハラ

飯島たか子 アポロ印刷㈱

佐藤　文雄 東京税理士会本所支部

監　　事

鈴木　　好 ㈱Y-sap

杉本　光男 ㈱杉本好二商店

〃

小林　千恵 トーホー工業㈱

阿部　修三 ㈲美　好〃 櫻井　哲夫 ㈱ヴェスト

〃木村　謙一 ㈲ブライトケアー〃

〃

〃

田中　俊夫 田中俊夫税理士事務所

第
13
回
通
常
総
会
及
び
臨
時
理
事
会
に
於

き
ま
し
て
、
以
下
の
方
々
が
新
役
員
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。（
任
期
２
年
　
順
不
同
・
敬
称

略
） 本所法人会活動公益社団法人 本所法人会

第13回通常総会開催
令和 7年 6月 30 日（月）
すみだ産業会館 8階「サンライズホール」

同封の「ほうじん夏号」８ページに本所法人会女性部会「絵はがきコンクール」の取り組み記事が掲載されました !!

令和6年度 支部事業活動
功労感謝状受彰者

支部事業活動功労感謝状受彰者

藤沼　定夫 殿 ㈱ウィステリア石原3丁目支部

玉川　敏雄 殿 ㈱玉川商店石原4丁目支部

根本　雅博 殿 ㈲根本製菓江東橋支部

福地顕次郎 殿 福地電気工業㈱押上1丁目第1支部

全国法人会総連合及び
東京法人会連合会功労者表彰受彰者

副会長 奈良　康司 殿 並木盛自動車㈱

東京法人会連合会　会員増強功労者表彰受彰者

常任理事 北澤　博子 殿 ㈱キタザワ

常任理事 阿部　　豊 殿 スミダ飲料㈱

全国法人会総連合　功労者表彰受彰者

令和6年度 退任理事

副　会　長 横川2丁目支部

石原3丁目支部

菊川3丁目支部

太平3丁目支部

江東橋支部

奈良　康司 殿 並木盛自動車㈱

理　事

〃 小倉　和男 殿 ㈱小倉メリヤス製造所

〃 大川　　進 殿 ㈱アクトブラバリー

常任理事 上條　隆志 殿 上條建設㈱ 東京支店

理　　事 川島　繁幸 殿 田木庄木材㈱
新入会員ご紹介

理　事入会年月日 所　在　地 法　人　名 代 表 者 名 業　　種 備　　考

令和7年1月 錦糸1丁目 その他卸売業 正会員野田　喜之マスターカットラリー㈱

令和7年1月 太平2丁目 税理士 賛助森　　敏久森税理士事務所

令和7年2月 千代田区岩本町3丁目 建設業 正会員中尾　　裕㈱Sunny

（令和7年1月1日～令和7年3月31日ご入会）
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店　名：ゲウチャイ
住　所：墨田区江東橋2-15-4
電話番号：03-3634-9991
営業時間：11：00～22：00
定　休　日：年中無休（年末年始を除く）

今回からこのコラムでは、墨田にある世界各国の料理を提供する
レストランを紹介していきたいと思います。
題して「地元で世界の味に舌鼓み！」
初回は、錦糸町に限らず、東京のタイ料理の草分けである「ゲウ
チャイ」さんにお邪魔しました。

墨田にある世界各国の料理を提供するレストランをご紹介します

錦糸町駅南口から徒歩3分の抜群の立地
に、タイらしい三角屋根と大きな像の置物
が印象的なお店があります。
タイという国の日本での認知度を上げよ

うという思いから、タイの食材を扱う輸入
商社のアンテナショップ的に1990年に始め
たお店と伺いました。開店当初はタイ料理
は食べたことのある人も少なく、都内でもタ
イ料理専門のレストランはほとんどない頃
だったそうですが、当時の人気 雑 誌
「Hanako」等で取り上げられ、また気軽に
行けるリゾートとしてプーケット島などの人
気も急上昇したことから行列の出来る店に。
以来2007年に現在の場所に移ってからも
変わらぬ人気店になっています。
タイ人のシェフが作る本格タイ料理のメ

ニューは、前菜からデザートまで100種類
以上、目移りしてしまいそう。11時から16
時まで頼むことが出来るランチも大人気で
すが、今回はアラカルトでオーダー。定番の
トムヤムクン、ヤムウンセン（春雨サラダ）、
パッタイ（米粉の焼きそば）、タイカレーはも
ちろんのこと、タイ式のソーセージを使った
ネームクルックなど、ここでしか食べられな

い料理などなどたくさんいただきました。
タイ料理というと、甘くて辛くて酸っぱい

というイメージがありますが、ひとつとして
同じテイストではなく、全部美味しいという
稀有なタイ料理体験が味わえるお店と確信
しました。
甘い、辛い、酸っぱいが、タイ料理の基
本と言われますが、その基本を押さえつつ、
プロの料理人しか出来ない技と、自社が輸
入しているタイ産のハーブや、食材、調味料
が合わさって、このお店にしかない味を味
わえます。
「食べたいときに食べたいものを」という
精神から、年中無休、途中休憩なしという、
今ではなかなか出来ないサービス体制にも
感激いたしました。
店名の「ゲウチャイ」というのは、タイ
語で、「きれいな心」という意味で、オープ
ンの時にタイの高僧に名付けてもらったそ
うです。
きれいな心で供される、見た目もきれい
なタイ料理を食べて、貴方もきれいになり
ましょう！

広報委員会　小林綾子

Gourmet of the World

地元で世界の味に舌鼓み！
したづつみ vol.01

ゲウチャイ
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本所法人会活動春のそよかぜ つながるフェス
社会貢献活動
令和7年3月30日（日）　
隅田公園そよ風広場

昨
年
に
続
き
墨
田
区
の
福
祉
施
設

で
丁
寧
に
作
ら
れ
い
る
焼
き
菓
子

（
ク
ッ
キ
ー
、
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
、

マ
ド
レ
ー
ヌ
等
）
を
公
益
事
業
委
員

会
の
役
員
の
協
力
の
も
と
代
行
販
売

を
実
施
し
、
墨
田
区
社
会
福
祉
協
議

会
に
売
上
を
寄
付
す
る
活
動
を
し
ま

し
た
。
隅
田
公
園
の
桜
の
つ
ぼ
み
も

淡
い
桜
色
に
膨
ら
み
始
ま
る
季
節

に
、
役
員
や
会
員
の
協
力
に
よ
り
午

前
中
で
完
売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

当
日
の
売
上
金
及
び
寄
付
金
合

計
、
6
0
，
2
5
0
円
は
、
全
額
公

益
事
業
委
員
会
大
川
委
員
長
よ
り
社

会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
を
い
た
し
ま

し
た
。

本所法人会活動
部　会

女性部会事業報告会
及び研修会
令和 7年 5月 20 日（火）
本所法人会館 2階

第
13
回
事
業
報
告
会
及
び
研
修
会

を
開
催
。
第
一
部
報
告
会
は
今
年
度

よ
り
報
告
の
内
容
を
簡
素
化
し
、
議

案
書
配
布
の
み
と
し
ま
し
た
。
ま
た

役
員
改
選
期
に
あ
た
り
大
澤
悦
子
部

会
長
・
小
林
千
恵
新
部
会
長
及
び
新

旧
役
員
の
紹
介
と
ご
挨
拶
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

第
二
部
で
は「
墨

田
区
の
観
光 

〜
江
戸
東
京
の
文
化
・

歴
史
を
生
か
す
〜
」
を
テ
ー
マ
に
一

般
社
団
法
人
墨
田
区
観
光
協
会
理
事

長

　森
山 

育
子 

様
を
お
迎
え
し
、
墨

田
区
の
歴
史
、
観
光
状
況
等
に
つ
い

て
紹
介
。
大
変
興
味
深
い
お
話
の
連

続
で
皆
さ
ん
話
に
引
き
込
ま
れ
大
盛

況
の
講
演
で
し
た
。

本所法人会活動
部　会

青年部会
年次報告会
令和7年6月2日（月）　
本所法人会館 2階

年
次
報
告
会
を
本
所
法
人
会
館
2

階
会
議
室
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
令

和
6
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報

告
、
令
和
7
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予

算
案
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度

は
2
年
に
一
度
の
役
員
改
選
期
に
あ
た

り
、
小
出
部
会
長
が
引
退
さ
れ
、
角
田

新
部
会
長
を
は
じ
め
新
役
員
紹
介
を

い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
本
所
法
人

会 

大
石
会
長
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
報
告
会
終
了
後
は
、
本
所

税
務
署
法
人
1
部
門
青
柳
審
理
官
様

を
講
師
に
「
令
和
7
年
度
税
制
改
正
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
研
修
会
を
行
な
い

ま
し
た
。
終
了
後
、
本
所
飛
翔
会
の
皆

様
を
交
え
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

本所法人会活動
部　会

源泉・税法研究部会
令和７年度税制改正
説明会及び事業報告会
令和7年5月15日（木）　本所法人会館2階

本
所
税
務
署
法
人
1
部

門
高
崎
上
席
、
青
柳
審
理

官
様
を
講
師
に
「
令
和
7

年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
研
修
会
を
開
催
。

終
了
後
、
事
業
報
告
で
は

小
倉
部
会
長
よ
り
資
料
を

配
布
。
今
年
度
は
役
員
改

選
期
と
な
り
小
倉
部
会
長

を
は
じ
め
退
任
役
員
の
紹

介
、
木
幡
新
部
会
長
よ
り

ご
挨
拶
を
は
じ
め
新
役
員
の

紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
当
日
は
、
本
所
法
人

会 

大
石
会
長
か
ら
ご
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。



店　名：ゲウチャイ
住　所：墨田区江東橋2-15-4
電話番号：03-3634-9991
営業時間：11：00～22：00
定　休　日：年中無休（年末年始を除く）

今回からこのコラムでは、墨田にある世界各国の料理を提供する
レストランを紹介していきたいと思います。
題して「地元で世界の味に舌鼓み！」
初回は、錦糸町に限らず、東京のタイ料理の草分けである「ゲウ
チャイ」さんにお邪魔しました。

墨田にある世界各国の料理を提供するレストランをご紹介します

錦糸町駅南口から徒歩3分の抜群の立地
に、タイらしい三角屋根と大きな像の置物
が印象的なお店があります。
タイという国の日本での認知度を上げよ

うという思いから、タイの食材を扱う輸入
商社のアンテナショップ的に1990年に始め
たお店と伺いました。開店当初はタイ料理
は食べたことのある人も少なく、都内でもタ
イ料理専門のレストランはほとんどない頃
だったそうですが、当時の人気 雑 誌
「Hanako」等で取り上げられ、また気軽に
行けるリゾートとしてプーケット島などの人
気も急上昇したことから行列の出来る店に。
以来2007年に現在の場所に移ってからも
変わらぬ人気店になっています。
タイ人のシェフが作る本格タイ料理のメ

ニューは、前菜からデザートまで100種類
以上、目移りしてしまいそう。11時から16
時まで頼むことが出来るランチも大人気で
すが、今回はアラカルトでオーダー。定番の
トムヤムクン、ヤムウンセン（春雨サラダ）、
パッタイ（米粉の焼きそば）、タイカレーはも
ちろんのこと、タイ式のソーセージを使った
ネームクルックなど、ここでしか食べられな

い料理などなどたくさんいただきました。
タイ料理というと、甘くて辛くて酸っぱい

というイメージがありますが、ひとつとして
同じテイストではなく、全部美味しいという
稀有なタイ料理体験が味わえるお店と確信
しました。
甘い、辛い、酸っぱいが、タイ料理の基
本と言われますが、その基本を押さえつつ、
プロの料理人しか出来ない技と、自社が輸
入しているタイ産のハーブや、食材、調味料
が合わさって、このお店にしかない味を味
わえます。
「食べたいときに食べたいものを」という
精神から、年中無休、途中休憩なしという、
今ではなかなか出来ないサービス体制にも
感激いたしました。
店名の「ゲウチャイ」というのは、タイ

語で、「きれいな心」という意味で、オープ
ンの時にタイの高僧に名付けてもらったそ
うです。
きれいな心で供される、見た目もきれい
なタイ料理を食べて、貴方もきれいになり
ましょう！

広報委員会　小林綾子

Gourmet of the World

地元で世界の味に舌鼓み！
したづつみ vol.01

ゲウチャイ
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本所法人会活動春のそよかぜ つながるフェス
社会貢献活動
令和7年3月30日（日）　
隅田公園そよ風広場

昨
年
に
続
き
墨
田
区
の
福
祉
施
設

で
丁
寧
に
作
ら
れ
い
る
焼
き
菓
子

（
ク
ッ
キ
ー
、
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
、

マ
ド
レ
ー
ヌ
等
）
を
公
益
事
業
委
員

会
の
役
員
の
協
力
の
も
と
代
行
販
売

を
実
施
し
、
墨
田
区
社
会
福
祉
協
議

会
に
売
上
を
寄
付
す
る
活
動
を
し
ま

し
た
。
隅
田
公
園
の
桜
の
つ
ぼ
み
も

淡
い
桜
色
に
膨
ら
み
始
ま
る
季
節

に
、
役
員
や
会
員
の
協
力
に
よ
り
午

前
中
で
完
売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

当
日
の
売
上
金
及
び
寄
付
金
合

計
、
6
0
，
2
5
0
円
は
、
全
額
公

益
事
業
委
員
会
大
川
委
員
長
よ
り
社

会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
を
い
た
し
ま

し
た
。

本所法人会活動
部　会

女性部会事業報告会
及び研修会
令和 7年 5月 20 日（火）
本所法人会館 2階

第
13
回
事
業
報
告
会
及
び
研
修
会

を
開
催
。
第
一
部
報
告
会
は
今
年
度

よ
り
報
告
の
内
容
を
簡
素
化
し
、
議

案
書
配
布
の
み
と
し
ま
し
た
。
ま
た

役
員
改
選
期
に
あ
た
り
大
澤
悦
子
部

会
長
・
小
林
千
恵
新
部
会
長
及
び
新

旧
役
員
の
紹
介
と
ご
挨
拶
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

第
二
部
で
は「
墨

田
区
の
観
光 

〜
江
戸
東
京
の
文
化
・

歴
史
を
生
か
す
〜
」
を
テ
ー
マ
に
一

般
社
団
法
人
墨
田
区
観
光
協
会
理
事

長

　森
山 

育
子 

様
を
お
迎
え
し
、
墨

田
区
の
歴
史
、
観
光
状
況
等
に
つ
い

て
紹
介
。
大
変
興
味
深
い
お
話
の
連

続
で
皆
さ
ん
話
に
引
き
込
ま
れ
大
盛

況
の
講
演
で
し
た
。

本所法人会活動
部　会

青年部会
年次報告会
令和7年6月2日（月）　
本所法人会館 2階

年
次
報
告
会
を
本
所
法
人
会
館
2

階
会
議
室
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
令

和
6
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報

告
、
令
和
7
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予

算
案
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度

は
2
年
に
一
度
の
役
員
改
選
期
に
あ
た

り
、
小
出
部
会
長
が
引
退
さ
れ
、
角
田

新
部
会
長
を
は
じ
め
新
役
員
紹
介
を

い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
本
所
法
人

会 

大
石
会
長
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
報
告
会
終
了
後
は
、
本
所

税
務
署
法
人
1
部
門
青
柳
審
理
官
様

を
講
師
に
「
令
和
7
年
度
税
制
改
正
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
研
修
会
を
行
な
い

ま
し
た
。
終
了
後
、
本
所
飛
翔
会
の
皆

様
を
交
え
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

本所法人会活動
部　会

源泉・税法研究部会
令和７年度税制改正
説明会及び事業報告会
令和7年5月15日（木）　本所法人会館2階

本
所
税
務
署
法
人
1
部

門
高
崎
上
席
、
青
柳
審
理

官
様
を
講
師
に
「
令
和
7

年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
研
修
会
を
開
催
。

終
了
後
、
事
業
報
告
で
は

小
倉
部
会
長
よ
り
資
料
を

配
布
。
今
年
度
は
役
員
改

選
期
と
な
り
小
倉
部
会
長

を
は
じ
め
退
任
役
員
の
紹

介
、
木
幡
新
部
会
長
よ
り

ご
挨
拶
を
は
じ
め
新
役
員
の

紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
当
日
は
、
本
所
法
人

会 

大
石
会
長
か
ら
ご
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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